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市 民 経 済 委 員 会 記 録 

 

１  日    時    令和元年１２月１３日（金） 

                午前 ９時５８分  開会 

                午前１０時３５分  閉会 

 

２  場    所    第３委員会室 

 

３  出席委員 

      委員長   藤 田 誠 一   副委員長  黒 田 真 徳 

      委  員   片 平 恵 美      委  員   合 田 晋一郎 

      委  員   伊 藤 謙 司      委  員   仙 波 憲 一 

 

４  欠席委員 

      なし 

 

５  説明のため出席した者 

・市長            石 川 勝 行 

・市民部    

 
部長（防災地域コミュニティ推進監）     正  夫 

 
総括次長（地域コミュニティ課長） 長 井 秀 旗 

 
防災安全課長 竹 林 栄 一 

 
市民課長 酒 井 千 幸 

 
防災安全課主幹 髙 橋 良 徳 

   
      

・経済部 
    

 
部長 赤 尾 禎 司  

 
総括次長（産業政策推進監） 亀 井 利 行 

 
産業振興課長 加 地 和 弘 

 
別子山支所長 和 田 隆 宏 

 農地整備課長 川 口 彰 治  産業振興課参事 美 濃 大 輔 

 
別子山支所技幹 近 藤 民 雄 

 
農地整備課主幹 藤 田 康 弘  

     

・農業委員会 
    

 
事務局長 藤 田 和 則 

   
      

      

６ 委員外議員      

   米 谷 和 之 
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７  議会事務局職員出席者 

   議会事務局次長 飯尾 誠二    議事課係長 和田 雄介 

 

８ 本日の会議に付した事件 

   別紙付託案件表のとおり 

 

９ 会議の概要 

 

開会 午前 ９時５８分 

 

●藤田 誠一委員長：＜開会挨拶＞ 

○市長：＜挨拶＞  

 

◎市民部関係 

□議案第８５号 新居浜市防災センター設置及び管理条例の制定について 

○竹林防災安全課長：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●伊藤委員：入館の制限についてだが、公の施設はいろいろな人が入る。飲酒をして入館する人などに対

して、入口でチェックはする予定なのか。 

○竹林防災安全課長：条例第４条にあるように入館の制限をかけているので、受付案内のところでチェ

ックをする予定である。 

●伊藤委員：きょうび、セキュリティチェックは大事だと思う。入り口で危険物を持っていないとか、人

を１人つけるなどの入館のチェックは考えているのか。 

○竹林防災安全課長：委託で常時３名つける予定である。必要に応じて防災安全課の職員が駆けつけ、

対応していきたい。 

＜討 論＞ 

なし 

＜採 決＞ 

全会一致 原案可決 

 

□議案第８９号 令和元年度新居浜市一般会計補正予算（第３号） 

○長井市民部総括次長（地域コミュニティ課長）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 
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●仙波委員：防災センター受付案内業務の委託先の候補はどう考えているか。 

○竹林防災安全課長：候補については、現在登録のある受付案内業務をしている業者の中から、実績をあると

ころを中心に、今後入札をしていきたい。 

●合田委員：防災センターにおける市政だよりの折り込みは、市政だよりの一部の形になるのか、独立した形

になるのか。 

○竹林防災安全課長：予定しているのは、折り込み用であるので、別刷りの形を考えている。 

●黒田委員：小中学生が体験等で施設を利用すると思うが、館内の防災、安全の点から危険はないのか。受付

業務をする人が３名ということだが、十分対応できるのか。 

○竹林防災安全課長：最大３グループで施設を回っていくことを考えている。１グループに１人ずつ配置する

予定である。予算を可決いただいたら、来年度に向けて、安全確認、案内が十分できるよう研修をし、しっか

り準備をしていきたい。 

●片平委員：個人番号カード交付事業費については、国の方から、ほとんどのお金が出ていると説明を受けた

が、これから取得する人がふえることを見越して臨時職員を置くこととなるのか。 

○酒井市民課長：デジタル・ガバメント閣僚会議で決定したポイント還元事業や保険証利用が大きな呼び水に

なると思われる。今年度内の公務員の率先取得もある。今後、増加する申請に対して、交付を円滑に行うため、

体制を整えるものである。 

 

 ＊後刻一括採決 

 

休憩 午前１０時１２分 

 

再開 午前１０時１３分 

 

◎経済部関係 

□議案第８９号 令和元年度新居浜市一般会計補正予算（第３号） 

○亀井経済部総括次長（産業政策推進監）：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●合田委員：別子山支所庁舎整備事業については、令和２年度中に完了するということだが、支所機能移転に

ついては、令和３年４月１日からということになるのか、年度途中でも行うのか。 

〇和田別子山支所長：支所機能移転については、今年度着工して、年度の後半に完成したら移転するというこ

とで、遅くても来年度中に考えている。 

●仙波委員：農道維持管理事業が遅れるのは、何か特別な理由があるのか。 

〇川口農地整備課長：農道維持管理事業については、遅れるということではなく、現在、要望があった路線の

うち、今年度、債務負担行為にて、２カ所の工事1,000万円分を予定している。 
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●仙波委員：例えば、市道であれば、用地買収や地権者の問題等で遅くなったりすることがあるが、農道の場

合、そういう作業は少ないと思うが、何で工事が遅くなるような要望が遅かったかなどの特別な理由があった

のか。 

〇川口農地整備課長：農道維持管理事業については、主に農道などの改修や補修を行う事業であり、地元土地

改良区などの要望に基づき、緊急性の高い路線の舗装などを行うものである。現在、要望については、概ね年

度内に順番に対応しており、特に債務負担行為にあげている地区については、延長が長いので、継続的に舗装

を進めている。１回で舗装がすべてできないので、年次的に継続して対応しているもので、順次、緊急性等を

勘案して、対応を進めている。 

○亀井経済部総括次長（産業政策推進監）：今回、補正予算であげているのは、債務負担行為補正ということで、

これについては、４月当初から、工事に早期着手できるように、本年度中に契約に向けて準備を進めるという

ことで、債務負担行為をあげている。 

●伊藤委員：別子山支所庁舎整備事業については、別子山公民館の駐車スペースを改修ということで、6,500万

円ということだが、詳細な内容はどうか。 

〇和田別子山支所長：別子山公民館の西側に１階が屋内駐車場で、２階にホールがある建物がある。今、車が

２、３台置けるスペースを別子山支所として改修して活用する。スペースの広さは、200平米くらいになる。 

●伊藤委員：200平米の改修費用が6,500万円であるのか。 

〇和田別子山支所長：公民館の倉庫などを合わせて、200平米になる。今の支所は310平米くらいあるが、必要

最小限のものを移転させて、200平米くらいにまとめて、改修することにしている。 

●片平委員：駐車スペースは足りるのか。 

〇和田別子山支所長：支所移転にあたり、公民館と支所の駐車場ということで、周りの市有地の活用を考えて

おり、公民館周辺の駐車場、北側の教員寮の使っていない駐車場、あと数十メートル離れているが、市営住宅

の空きスペースを駐車場として活用していきたい。 

●片平委員：企業立地促進補助金であるが、体力がある企業には、わざわざ出さなくていいのではないかと思

うが、どうか。 

〇加地産業振興課長：大企業にも留置してもらうことで、中小企業にも仕事が回り、雇用維持につながるとい

うことで必要だと考えている。 

●片平委員：やっぱり補助金を出さないと大企業は、新居浜でもやってくれなくなるかもしれないということ

なのか。 

〇加地産業振興課長：ほかのところに移るということを考えた時に、新居浜市にそのような制度があれば、イ

ンセンティブが働き、留置できる。他市の会社もほかの地域と比較して、こういう制度があるから、こちらを

選ぶという比較対象にもなるので、企業誘致にも働くと考える。 

●片平委員：インセンティブはどういう意味か。 

〇加地産業振興課長：どちらを比較する時に、新居浜市を選んでもらえるという意味である。 
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＜討 論＞ 

なし 

＜採 決＞ 

全会一致 原案可決 

 

□請願第 ４号 日米ＦＴＡ交渉は中止し、日米貿易協定の国会承認は行わないことを求める意見書の提出

方について 

＜意見・討論＞ 

●片平委員：ＦＴＡについては、国会の承認は行われてしまったが、日本の食の安全を守ること、日本の農業

を守ること、食料自給率を下げてはいけないと思うので、これは認められないと意思表示をするということに

私は賛成である。 

●合田委員：国会承認は行われたという事実があり、現実的に承認後については、いろいろなところでの意見

を言ったり、求めるといったことが可能だと思うので、不採択でお願いしたい。 

＜採 決＞ 

賛成少数 不採択 

 

 （継続審査分） 

□請願第３号 マクロ経済スライド廃止、最低保障年金制度実現など若い人も高齢者も安心できる年金制度 

を求める意見書の提出方について 

＜意見・討論＞ 

●伊藤委員：国の方でも、最低年金制度などの議論も交わされているので、その動向を見ながらということで、

継続でお願いしたい。 

●片平委員：国で議論が行われているときに、やっぱりこれは実現してほしいという意見を出すということが

市民の生活にとっても大切なことだと思うので、採択をお願いしたい。  

＜採  決＞  

賛成多数 継続審査 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時３１分 

 

◎農業委員会関係 

□議案第７９号 新居浜市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の一部を改正 

する条例の制定について 
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○藤田農業委員会事務局長：＜説明＞ 

＜質 疑＞ 

●伊藤委員：市内の農地は、1,375ヘクタールになったということだが、農地は結構なスピードで減って

いるのか。 

○藤田農業委員会事務局長：平成29年３月が、1,431ヘクタールで、その２年前の平成27年３月が1,462

ヘクタールで、今までは、年間10ヘクタールから20ヘクタールの減少だったが、高齢化や耕作放棄地の

問題があり、若干スピードが速まっている状況である。 

＜討 論＞ 

なし 

＜採 決＞ 

全会一致 原案可決 

 

閉会 午前１０時３５分 
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市民経済委員会付託案件表 

 

                                                          令和元年１２月１３日 

 

○市民部関係 

議案第８５号 新居浜市防災センター設置及び管理条例の制定について 

議案第８９号 令和元年度新居浜市一般会計補正予算（第３号） 

  第１表 歳入歳出予算補正中                       ﾍﾟｰｼﾞ 

   歳出 第２款 総務費  

 第１項 総務管理費  

    １４目 防災諸費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3･15 

 第３項 戸籍住民基本台帳費 ・・・・・・・・・・・・・・   3･16･17 

  第２表 繰越明許費 

      第２款 総務費 

       第１項 総務管理費 避難所資機材等整備事業費 ・・・・・・・・  4         

第３表 債務負担行為補正 追加 

       防災センター受付案内業務委託料 ・・・・・・・・・・・・・・・   5 

 

○経済部関係 

議案第８９号 令和元年度新居浜市一般会計補正予算（第３号） 

  第１表 歳入歳出予算補正中                       

   歳出 第２款 総務費  

 第１項 総務管理費  

           ３目 財産管理費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  3･15 

      第７款 商工費 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   3･19･20 

  第２表 繰越明許費 

      第２款 総務費 

       第１項 総務管理費 別子山支所庁舎整備事業 ・・・・・・・・・  4 

第３表 債務負担行為補正 追加 

       農道維持管理事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  5 

 請願第 ４号 日米ＦＴＡ交渉は中止し、日米貿易協定の国会承認は行わないことを求 

める意見書の提出方について 

（継続審査分） 

請願第 ３号 マクロ経済スライド廃止、最低保障年金制度実現など若い人も高齢者も 

安心できる年金制度を求める意見書の提出方について 

 

○農業委員会関係 

議案第７９号 新居浜市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する

条例の一部を改正する条例の制定について 


